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学年 1年 2年 3年 4年
時間 必修音楽2 0 0 0
⑤大正10年（1921）
学年 1年 2年 3年
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（2学期まで）































































































































































































































































































































T6.3博家 糸永キヨ［手島］ 京都市第三高等小学校＊ 京都府立第二高女
（音，博）
なし
備考：『中等教育諸学校職員録』大正10年版，11年版，15年版より作成。
→印は継続を示す。＊印は奈良女子高等師範学校（1924，1926）に基づき執筆者が補足したもの｡
彼らを押しのけてまで音楽を担当することはせずに
自身の専門である理数科教育ひと筋であった。2回
生の田代愛は清水谷高女で国語と音楽を担当したが，
同校での肩書は「国語教師」であった（大阪府立清
水谷高等学校2001：639）。
選修音楽科の卒業生にとって主務は本科での専攻
科目を教えることであり，音楽はプラスアルファの
免許科目と言えるのではないか。田中ムメノは回想
記の中で選修科を「趣味の講座」（奈良女子大学
1989：287）と示唆に富む言い方をしている。教
員養成を目的とする選修科が「趣味の講座」とはい
かなることか。これに関して参考になるのが選修裁
縫科3回生のM子（仮名）の次のような回想である。
「むずかしい理化学の奥義を調べて居るその人が，
裁縫又は図画音楽園芸などの一つに趣味をもち且は
多少の心得があるという所に，女子教育にあずかる
女子の先生の生命があるのである。従って選修の価
値たるや当にここにあった。選修科は半ば人格をつ
くる為めのものであった。」（奈良女子大学1989：
418）。
奈良女高師では女性教員たるもの本科で専門的知
識を習得するだけでは不十分で，趣味の一つももち
一通りの技能を身につけてこそ本物だと考えていた
ようである。本科が専門教育なら選修科は教養教育
であり，したがって本科4部に開かれていたので
ある。選修科の裁縫，図画，音楽，園芸，習字は実
技科目であり，選修5科は奈良女高師ならではの
教員免許付きの習い事であった。歌や楽器の個人レッ
スン中心の選修音楽科は女子の習い事の最たるもの
であったろう。選修音楽科は音楽教員の増産が第一
の目的ではなかったのである。生徒にとっても選修
音楽科は演奏会に向けて研鑽を積む場であり，音楽
科教員免許は敢えて言うなら習い事の修了証ではな
かったか。
５．選修音楽科から科外稽古へ
大正3年（1914）の学科改正後，奈良女高師の
音楽教育も変化した。大正3年には予科の廃止に
より必修音楽は1，2年が週2時間，3年と4年1
学期が週1時間，4年2学期が週2時間となった
（表1－③）。選修音楽は廃止されたが，それでも必
修音楽は4年間確保されていた。ところが大正5
年（1916）には，開校以来の学習困難者に対する
音楽免除の規程を削除した上で必修音楽を1年のみ
とし，週2時間にカットした（表1－④）。教育内
容も唱歌のみとなり，もともと随意であった楽器練
習を削除した。奈良女高師の音楽教育は縮小される
一方であったが，音楽好きの生徒には課外で音楽を
学ぶ場が残されていた。すなわち大正3年改正の
「奈良女子高等師範学校規則」には「選修科目ヲ設
ケ生徒ノ希望ニ随ヒテ之ヲ選修セシメ又科外講話科
外稽古ヲ行ヒ生徒ノ全部又ハ一部ヲシテ聴講又ハ学
習セシムルコトアルベシ」（第4絛）とあり，「科
外稽古」の一つに音楽があった。科外音楽（声楽と
器楽の2科）は「普通科外」とより高度な「特別
科外」のレベル別に分けられており（平井1995：
217），他の科目も同様であったと思われる。特別
科外について山添さと（旧姓蘆田。大正6年入学，
大正10年文科卒）は次のように回想している。
「特別科外で声楽・器楽・ダンス・薙刀・園芸・
書道等があり希望者は四年間同じものを続けてとる
事も出来たので相当深くその道の勉強が出来た。
（中略）現在盛んに行われている自由なクラブ活動
とか同好会等に比べてもっと正規の授業に近い性格
のもので且非常に生徒には魅力的であった」（奈良
女子大学1989：290ー 291）。
ちなみに山添は特別科外で声楽と薙刀を４年間学
んだ。山添によれば，同期で家事科の田中喜美代も
特別科外の声楽を熱心に学び有志によるコーラス部
にも参加し，卒業後に勤務した神戸高女では「専門
の家事の授業よりむしろ音楽の授業の方が主になった
程だった」（奈良女子大学1989：291）という。（11）
特別科外の「声楽・器楽・ダンス・薙刀・園芸・
書道等」はかつての選修5科の延長上にある習い
事と言ってよい。選修科は教員養成を目的とするが
「趣味の講座」と言われるような教養教育的な内容
であったために，選修科廃止後も「科外稽古」と形
を変えて存続することができたと筆者は考える。教
員免許に直結しない科外稽古ならば生徒は能力や興
味に合わせて深くも浅くも学ぶことができ，実際，
特別科外の声楽には田中喜美代のように「趣味」の
域を超えて高等女学校で教えられるほどの実力者も
いた。
しかし大正10年（1921）の改正で，音楽は随意科
目に格下げになってしまった。随意音楽は1，2，3
年と4年（2学期まで）が週1時間であり（表1－
⑤），奈良女高師の音楽教育は形ばかりとなった。
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同時に大正3年の改正規則第4絛が削除され，科
外稽古も存在する根拠を失った。選修音楽科は音楽
教員養成科ではあるが習い事の性格も合わせ持って
いたので，音楽専門教育は大正3年には科外稽古
という形で存続できたのであるが，大正10年にな
ると科外稽古という教員養成から外れた習い事であ
るために打ち切られたのではないか。もっとも生徒
の自主的な音楽活動は大正10年後も続いており，
例えば大正14年（1925）12月5日の校友会主催音
楽会を見るとピアノではショパンの作品（バラード，
スケルツォ，幻想曲）で出演する生徒がいて（表5），
選修音楽科時代の音楽会の演奏曲（表3参照）よ
りもレベルアップしている。しかし奈良女高師が教
養を目的とした音楽専門教育を実施することは二度
となかった。
注．
（1）特に女性体操教員が音楽を兼担するケースは全
国で見られた（掛水2014）。
（2）奈良女高師では明治43年4月25日に東京音楽
学校教授神戸絢と外国人教師ハンカ・ペッツォル
ドHankaPetzoldが学事視察のために来校し，
同日校友会主催で両名による音楽会を開く。翌
44年3月27日から4月1日まではペッツォルド
による臨時講習を行い，最終日に音楽会を開く。
同年7月9日には神戸絢と頼母木こまの2教授
を招聘し，校友会主催の音楽会を開く。同年10
月24日には修学旅行で奈良を訪れた東京音楽学
校女子生徒たちを招いて音楽会を開く。翌45年6
月28日にはペッツォルドのピアノと独唱の音楽
会を開く（奈良女子高等師範学校 1910，1911，
1912）。
（3）一例をあげると，表3－③の演奏会での独唱曲
「覚醒」（原曲：ヘンデル作曲「オンブラ･マイ･フ
（ラルゴ）Ombramaifu（Largo）」，訳詞：内藤
水笛）は小松玉巌編『名曲新集』（明治42年，松
本楽器刊）に収録されている。
（4）島崎赤太郎「オルガン教本」全2巻は明治32
年（1899）刊。「小学唱歌集四重音」は「小学唱
歌集」のメロディに四声体の和音をつけたもので
東京音楽学校編「小学唱歌集用オルガンピアノ楽
譜」明治32年（1899）刊と推測される。「ベンダー」
全 3巻は未確認。「レーメンス」（レメンス）
Lemmens,NicolasJacque（1823-1881）はベル
ギーのオルガン奏者・作曲家で彼が著した教則本
を指す。なお，表3－⑤の演奏会ではレメンス作
曲「ファンファーレ」が演奏されている。
（5）大正2年数物化学部卒業であるが選修科を修
了していない。
（6）明治44年4月22，23日学友会春季演奏会，同
年5月3日に学友会女子部演奏旅行団を迎えた
桐生高女において小泉千賀子が演奏した（東京芸
術大学1990：311，315）。
（7）5月3日の桐生高女における学友会女子部演奏
会において吉田繙子が演奏した（東京芸術大学
1990：315）｡
（8）大正7年文科1回生として卒業。音楽科教員免
許は取得していない。
（9）同時期の東京音楽学校生徒の演奏会レパートリー
が参考になる。大正2年12月20日の学友会第7
回土曜演奏会では森川達子（アルト）が「歌劇
『ゼミラミス』中の抒情調」，長坂好子と永井いく
が「歌劇『フイガロの結婚』中の二重唱」で出演
した。「バルビーア」については，明治44年5月
3日の桐生高女における学友会女子部演奏会にお
いて青山浪子が「バルビエル中のカヴァテイナ」
大正時代における奈良女子高等師範学校の音楽教員養成
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表5．奈良女子高等師範学校校友会主催音楽会の演奏曲（大正14年12月５日）
2年家事科 土岐八重子（P） ［メンデルスゾーン］：春の歌［op.62-5］
4年選科（家事科）村田愛子（V） ［グノー］：夜の調べ［Serenade］
3年選科（家事科）棚瀬隆子（P） ［ショパン］：譚歌［バラードを指すか］
4年理科 新沼つねを子（V） ［ドニゼッティ］：舟人［Ilbarcaiolo］
4年選科（地理）槇山春子（P） ［ショパン］：諧謔［スケルツォを指すか］
4年理科 駒しゆん子（V） ［シューベルトまたはグノー］：アヴェマリヤ
4年文科 森野美智子（P） ［ショパン？］：幻想曲
4年選科（家事科）山本周子（V） トマ：「ミニヨン」より「君よ知るや南の国」
備考：平井（1995）より作成。［ ］内は執筆者による補足。選科は本科の科目の一部を
選択して学ぶ課程。
を歌い，同4年9月25日の学友会第14回土曜演
奏会では武岡鶴代（ソプラノ）が「歌劇『シヰー
リアの床屋』中のロジイナの小楽調（ウナヲーチェ
ポーコファ）」を歌った（東京芸術大学1990：315，
385，418）。
（10）『中等教育諸学校職員録』によれば，鹿児島
県立第一高女の音楽教員は大正10年度と11年度
は北村泰三（明治41年乙種師範科卒），15年度は
近森出来治（明治30年師範部卒）である。
（11）『中等教育諸学校職員録』によれば，田中喜
美代の担当科目は大正10年度は裁縫と音楽と教
育，11年度は音楽と作法，15年度は教育と音楽
であり，継続的に音楽を指導していた。
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